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【背景と目的】 
哺乳類の胚発生においては、細胞とその周囲の細胞外マトリックスとの相互作用が適切に行われること

が不可欠である。しかし生体内の細胞外マトリックスの役割についてはまだ明らかになっていないこと

が多い。本研究課題では、(1) 細胞外マトリックスの一つの構造である基底膜に着目し、生体内での基底
膜の動態をライブイメージングにより明らかにすることを目的としている。(2) また、細胞外マトリック
ス蛋白質の一つである polydomの機能に注目しその遺伝子ノックアウトマウスの解析も目指す。 
【成果の概要】 
1) 基底膜ライブイメージングについて、基底膜蛍光標識プローブ（nid1-mCherry）を発現するトラン
スジェニック（Tg）マウスを作製し、その評価を行った。Nid1-mCherry Tgマウスは全身に nid1-mCherry
を発現し、新生仔では外見上も赤色蛍光が確認できた。Nid1-mCherry Tgマウスの胎仔および成体組織
では、表皮、肺、腎臓、消化管などにおいて基底膜が蛍光標識されていることが確認された。これらの

結果から、nid1-mCherry Tgマウスは in vivo基底膜ライブイメージングのモデル系として有用である
ことが示唆された。 
2) 蛋白質研究所細胞外マトリックス研究室が所有する polydom ノックアウトマウスは胎仔期に重篤な

浮腫を呈し、リンパ管の形成異常を示すことが明らかとなっている。Polydom 欠損がリンパ管形成異常
を引き起こすメカニズムについて、マウス組織や培養細胞を用いた解析を行った。さらに Polydomノッ
クアウトマウスの心臓発生にも着目し、心臓でのリンパ管発生異常も見出した。 
また、これらの解析において蛋白質研究所細胞外マトリックス研究室が所有する抗体などのリソースを

利用した。 
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